
令和 2 年度前学期 授業評価アンケート結果のまとめ 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、本学期の授業は当初すべてオンライン、6 月 4

日（木）から一部の実験・実習系科目のみ対面で実施された。それにともない、授業評価

アンケートの実施方法も、授業開始時に事務職員が教室で解答用紙を配布・回収する方法

から、Web アンケート形式に変更された。これによって、従来は原則として１教員 1 科

目・クラスを対象に第 13 週または 14 週に実施していたものが、全授業を対象として最終

授業日または授業終了後におこなうことになった。 

 

1. 実施方法 

(ア) 評価対象は全授業。 

(イ) Web アンケート方式で、授業の最終回に学生に対して回答を要請する。 

2. アンケートの内容 

(ア) 設問１：授業方法について 6 項目、設問２：授業内容について 4 項目。これらの回

答は三択（はい、どちらともいえない、いいえ）で、それぞれ 10：5：0 の 10 点

満点に換算して平均点を求め、それらの合計を総合評価点（100 点満点）とする。

なお、項目 1-1 と 1-6 はオンライン授業との整合性をとるため、昨年度までのもの

から変更されている。 

(イ) 設問３：授業で身に付いた力。DP に示された 6 つの力に対応する項目に対して、

当てはまると思うものを選択する。 

(ウ) 設問４：履修の動機および 1 回の授業あたりの学修時間について、それぞれ選択肢

から当てはまるものを選び回答する。学修時間については、オンデマンド型授業も

実施されたことにともない、授業外学修時間ではなく、授業 1 回あたりの総学修時

間を回答するよう変更した。 

3. 解析結果：履修登録人数 15 名以上、回答数 10 名以上のもののみを対象とした。履修

登録者を分母とした回答率は 79%。 

(ア) 設問１・設問２の項目ごとの平均点分布を、対象授業すべてに対してまとめて図 1

に示した。昨年度および一昨年度の結果と比較してみると、予習・復習指示の評価

が高くなった一方で、学生の反応確認の評価がやや下がっていて、オンライン授業

の影響が出ているものと考えられる。オンライン対応で新たに設定した「学生同士

の意見共有の機会」については、残念ながら低めの評価となっている。 

(イ) 図 2 には、オンラインで実施された講義・演習・共通基盤科目の総合点分布を示し

た。昨年度とグラフの形を比較すると、80 点台が減少し 70 点台が増えていること

が見て取れる。これについては、①アンケート対象となる授業の数が増えた、②設

問が２つ変更された、③オンライン授業の影響、の３つの要因が考えられる。今後、

授業が対面に戻った際にも同様の Web アンケートで授業評価をおこなうことにな



るので、その結果と比較することで、どの要因が大きく影響したかの考察ができる

かもしれない。 

図１ 項目別評価点の分布（全体）   図 2 総合評価点の分布（講義・演習）      

(ウ) 図３には、授業 1 回あたりの学修時

間を、学期を通してオンラインで実

施された講義等と共通基盤 WS に

ついて、それぞれ示した。この結果

からは、質問の意図が学生に十分伝

わっておらず、特に同時双方向でお

こなわれた授業の場合、授業時間＋

授業外学修時間を正しく選択する

ことができていない回答が少なか

らずあるものと思われる。     図３ 授業毎の 1 回あたり学修時間 

(エ) 図 4 には、身に付いた力 6 項目の選択率を、学期を通してオンラインで実施され

た講義等と共通基盤 WS について、それぞれ示した。共通基盤 WS とそれ以外で

結果に大きな差があるところは、これまでと同様である。個々に昨年度と比較した

ときには、繋げる力の選択率の減少が明らかで、特に共通基盤 WS でその傾向が顕

著となった。また、受け取る力の選択率は共通基盤 WS で減少した一方で、講義ほ

かではやや増加していた。これらの違いについては、オンライン授業の影響が大き

いものと考えられる。 

図４ オンライン授業で身に付いた力 6 項目の選択率 



授業評価アンケート 2020 前学期の追加解析結果 

・オンライン授業の影響を確認するため、2019 年度前学期と同一科目、同一担当常勤教員

の授業 91 件についての結果を整理し、比較してみた。 

・先に記した通り、アンケートの実施方法は、2019 年度と 2020 年度で大きく変わってい

るが、今回の標本とした授業における回答率は、2019 年度が 84%、2020 年度が 83%と、

ほとんど差はない。 

 

 

 



オンラインの授業形態による違いについての解析結果 

 

 


